
現状値
達成
状況

①
温室効果ガス排出量の削減率（2013年度
比）

14.6%
（2020年度実績）

26.0% 51.0% 9.6%
（2021年度実績）

〇

②
市内の電力消費量に対する市内の再生可
能エネルギーの発電量の割合

24.2% 33.0% 50.0% 25.3% 〇

③ 次世代自動車（EV・PHV・FCV）の普及台数 2,054台 24,000台 78,000台 調査中　 -

④ 市民の気候変動への「適応策」の認知度 25.3% 32.0% 40.0% 27.0% 〇

① 一人１日当たりのごみ総排出量 928ｇ/人・日
（2019年）

836ｇ/人・日 783ｇ/人・日 842ｇ/人・日 〇

② 一人１日当たりの家庭ごみ総排出量 661ｇ/人・日
（2019年）

590ｇ/人・日 549ｇ/人・日 596ｇ/人・日 〇

③ 事業系ごみの総排出量（総量） 68,272ｔ 60,017t 55,300t 61,029t 〇

① 南アルプスの主要地域の高山植物種数 37種
（2022年）

37種 37種 38種 ◎

② 竹破砕機の延べ貸出回数
76回

(2019-2021年平
均)

80回 80回 63回 △

③
河川環境アドプトプログラムの登録団体の延
べ活動回数

69回
(2019-2021年平

均)

100回 100回 50回 △

④
水生生物調査（水のおまわりさん）の参加者
数

1,177名
(2019-2021年平

均)

1,200名 1,200名 977名 〇

① 事業者の公害法令順守率 91.8% 92.4% 93.0% 95.5% ◎

② 生活排水処理率 86.4% 90.1% 92.6% 88.8% ○

③
市民一人当たりの都市公園面積（都市計画
区域）

7.0㎡ 7.2㎡ 7.4㎡ 7.3㎡ 〇

④
静岡市は歴史・伝統文化や地域の魅力が
感じられるまちだと思う人の割合

58.9％
（2022年）

66.0% 70.0% － 〇

①
ウェブサイト「しぜんたんけんてちょう」の閲覧
数

53,257件
（2021年）

63,000件 71,000件 81,466件 ◎

② 環境学習指導員派遣事業の派遣人数 188人 220人 220人 198人 〇

③ 環境に関するボランティア活動参加割合 26.2％
（2022年）

26.6% 27.0% 27.5% ◎
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中間目標
（2026年度)

【増減要因】
産業部門、民生部門からの温室効果ガス排出量が前年度比で大きく増加し
た。
一方で廃棄物部門からの温室効果ガス排出量は減少した。

【評価理由】
太陽光発電の増加に伴い、市内の電力消費量に対する再生可能エネルギー
の割合も増加した。

【算出データについて】
・EV、PHVについては、「静岡県自動車保有台数調査」を参考に算出している。
※調査年度の次年度９月末に公表予定

内訳：ＥＶ- 台、ＰＨＶ- 台、ＦＣＶ ５台（合計-台）

【今後の方向性】
熱中症予防を含む気候変動への適応策をイベントを利用し普及啓発していく。
【評価について】
イベント来場者を対象にアンケート調査を実施したため、年代、世帯構成等な
ど、対象に大きな差異がある。

【評価理由】
事業ごみはほぼ前年並みであったが、家庭ごみについては前年比▲4.7％と減
量が進み目標を達成した。

【評価理由】
家庭ごみについて、前年比▲4.7％と減量が進み目標を達成した。

【評価理由】
事業系ごみについてはほぼ前年並みの結果となったが、コロナ禍前（R1）と比
較すると大きく事業ごみは減少しており（R1:71,246t→R5:61,029t（R1年度比
▲14.3％）)、目標を達成できたものの、今後、リバウンドによるごみ増加が見込
まれるため、より一層の事業系ごみの減量施策を実施していく。

【今後の方向性】
ニホンジカの採食圧から植物を保護し、回復させるため、植物の生育状況を踏
まえ、植生保護柵（防鹿柵）を設置し、適切に管理することで、生態系が維持さ
れている。引き続き適切に管理することで植生を維持していく。

【今後の方向性】
破砕機の老朽化による故障の頻発等により、貸出需要が多いにも関わらず、貸
し出すことができず、目標貸出回数に至らなかった。令和６年度には２台の破
砕機を更新し、団体の需要に応える。

第３次静岡市環境基本計画について

基準値
（2021年度）

最終目標
（2030年度）

2023年度

2023年度（令和５年度） 環境指標の進捗状況(新指標)

分野 No. 指標
備考

（評価理由、増減要因、今後の方向性など）

【今後の方向性】
令和４年度の台風15号による工事等の影響のため、活動を実施できていな
かった団体がある。令和６年度以降は、河川環境アドプトプログラムについて広
く周知するとともに、活動を停止していた団体の活動回数増加を促していく。

【今後の方向性】
基準値と比較し、参加団体数、延べ調査回数が減少傾向にある。より関心を
高めるために、報告された内容を河川ごとにまとめ、毎年の変化を比較する等
データの活用方法の検討を行っていく。

【評価理由】
申請者の大半を占めるこども園や小学校で、新型コロナウイルスやインフルエン
ザ等の感染症が流行した影響により、年度後半の申請件数に伸び悩みはあっ
たが、最終目標値の９割は達成したため。

【評価理由】
令和５年度「市民意識調査」より、この１年間に環境に関するボランティア活動
（清掃活動・環境保護活動）に参加したかという問に、よく参加している（年４回
以上）、ときどき参加している（年１～３回）と答えた人の割合が、最終目標を達
成したため。

【今後の方向性】
最終的には「法令順守率１００％」の達成を目指しているが、対事業者への順
守指導であり100%の達成は困難なため、今後も改善指導・改善確認を継続
し、法令順守率の向上を目指した取組を行っていく。

【評価理由】
生活排水処理率は、令和４年度88.2％から令和５年度88.8％に増加し、令和
５年度計画（87.9％）比でも順調に進んでいることから、目標達成見込みとして
いる。

【今後の方向性】
最終目標の達成に向けた取組を継続するとともに、既存の公園・緑地のさらな
る利活用を推進するなど、質を高める取組も検討する。

【今後の方向性】
現在、令和７年度からの施行を目指し、「静岡市文化財保存活用地域計画」
の策定を進めている。当該計画に基づき文化財の保存と活用を推進することに
より、指標の目標値の達成を目指す。

【評価理由】
①各種イベント、チラシ・パンフレット等でしぜんたんけんてちょうを紹介したこと、
②環境学習ガイドブックを新設して行政等が実施する環境学習の講座を集約
し、それに伴うリニューアル周知のプレゼントキャンペーンを実施したこと、③イ
ベント等の記事掲載が３０３件とR4年度の156件より大幅に増加したこと等から
閲覧数の増加に繋がった。

人と 自然が 共生し 、 将来 にわた り

豊か な営み を 続け ら れるま ちの実現

資料１

2030年度

取組方針１ 取組方針２ 取組方針３ 取組方針４

経済・社会・環境の三則面の

好循環を生み出す地域脱炭

素の基盤整備を進めます

【環境目標】

01 省エネルギーの推進

02 再生可能エネルギーの拡大

03 エネルギーの高度利用化

04 気候変動への適応

循環型社会を目指した

廃棄物政策を推進します

【環境目標】

05 廃棄物の減量に向けた協働の

推進

06 安定的な廃棄物処理体制の確保

生物多様性への

理解・浸透を図り、

保全・再生を拡大します
【環境目標】

07 人と生きものが共生するまちづくり

08 自然を身近に感じ、親しむまちづくり

09 環境への関心・関与を継続する

まちづくり

10 生物多様性に配慮したまちづくり

住み良さを実感できる

生活環境をつくります

【環境目標】

11 安心安全な生活環境の確保と充実

12 良質な水環境の保全

13 緑あふれる美しいまちの創出

14 歴史・文化とふれあう機会の充実

◎…達成(最終目標) 〇・・・達成見込み

△…要調整 ×・・・達成困難 －・・・中止

向 上

向 上

維 持

取組方針５

環境教育を通じて、

環境活動の輪を広げます

【環境目標】

15 環境教育の活動支援と次の担い手

の育成

16 各主体の連携・協働の創出・強化

削 減

削 減

削 減

削 減

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上

向 上








































